[image: image1.jpg]


[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.png]IEs
)

A



んに
E-Mail：choufu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html








発行:調布九条の会「憲法ひろば」


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762  FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





第83号





1月16日


２０１２年





***********************************************************************************************************











�





�





�





　調布｢憲法ひろば｣第69回例会では、国領町在住の郷土史家、古橋研一さん(右橋写真)が｢あの戦争にどんぐりが大きく関わっていた」ことについて90分にわたり語ってくれました。世話人の岩本努さん(右写真)の司会で28人が参加。レポートは染地の伊賀上武さんにお願いしました。　（編集部）





｢未利用資源｣！


　１９３１年満州事変勃発の６年後、３７年７月７日の盧溝橋事件で日中戦争は泥沼化し、翌年の国家総動員法公布によって国民の普通の生活が大きく制限された。


　国は資源確保のため、それまで利用されなかった「未利用資源」の中から、食料・工業原料・薬草など様々な資源を利用することになり、工業原料として使われていた団栗（どんぐり）は１９４０年、農林省・文部省が全国に採集を指示。その主たる採集者は「少国民」と称された児童たちであった。


｢愛国心の証｣？


　戦中は「国策であり、報国運動の一環」「団栗も兵隊さんの弾丸と同様に大切」といった官公署文書もあり、子どもたちにとってどんぐり採集は愛国心の証であった。各学校の目標があり、児童一人あたりで二斗四升を採集した。これは１９４８年、外国からの小麦粉輸入が始まり食糧難を脱するまで続いた。


　１９４５年には「団栗の食糧化」が本決まりとなり、どんぐりパンの出現を見ることになったが、最盛期には月産３００トン。「最後の頼みにしたのがドングリだった」ことを裏付ける数字である。


銃よりもパン？


　どんぐりパンの東京都内最大の製造工場は調布市国領町の東京重機工業（株）であった。４５年９月、ＧＨＱ賠償工場に指定されるまで歩兵銃を製造していた工場が、三多摩製粉工場の指定を受け、小麦粉にどんぐり粉を混ぜ、香料を入れて焼き、丸型と食パンの２種類を製造、学校給食に使われた他、西武新宿駅前でも一個十銭で販売されたが、味はおいしくなかった。


参加者の体験談


も出し合って･･


　このように、どんぐり採集が子どもたちの休日の日課であったこと、どんぐりパンが調布市内で製造されていたことに驚かされるリポートを受けて、休憩後、参加者は古橋さんへの質問や感想を出し合いました。染地の八木明さんは、昭和１９年（４４年）当時、東京重機工業に勤務していて「どんぐりパン」を毎日試食したが不味くて食べられなかったと「証言」。小島町の西野みのりさんは、蚕はどのようにして食べたか、税制の「租庸調」で調布は綿（わた）を朝廷に貢いだとする書物があるが本当か、などを質問。若葉町のむらき数子さんも綿が民話に出てくると紹介し、どんぐりの渋（しぶ）の問題について意見を述べました。仙川町の岩本努さんは、三内丸山遺跡で最初に発掘されたのが栗であったことを話し、多摩川の鈴木彰さんも少年期に大人から「どんぐりは毒だから食べるな」と言われた体験を語りました。


共感を呼んだ郷


土への深い思い


　古橋さんは、朝廷に貢いだのは綿ではなく麻と思われるとの説を紹介。第二次農地改革時の市内での状況、野川の桜の由来、資料収集の苦労話や郷土への深い思いも語り、有意義な例会となりました。　（伊賀上 武・記）











